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Abstract Five satyrine species were found around tree-sap sources of Quercus acutissima at 
Hino City in the suburbs of Tokyo in July and August 2002. In all species beak marked 
individuals were observed. The ratio of beak marked individuals to all captured ones were 40% 
and 13% in Lethe sicelis and L. diana, respectively in 4 days of July. This meant that a 
considerable number of beak marked Lethe butterflies were found in the field. 
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は じ め に 


筆者 は これ まで , ウラ ギン シジミ (ÈK, 199a) クロ コノ マチ ョ ツウ ( 津 吹 , 1999 の ), ゴマ ダラ チョ 
ウ ・ オ オム ラサ キ ( 津 吹 , 2003) の ビー クマ ー ク 個体 に つい て 報告 し た . また , これ まで に 蝶 の ビー ク 
マー ク 個 体 の 記録 が 数 多く 報告 され て いる . 筆者 は 蝶 類 の ビー クマ ー ク に つい て , これ まで に 報告 き 
れ た デー タ を 基 に 蝶 と 鳥 の 関係 を 考察 し , 総説 と し て 発表 し ( 津 吹 ・ 上 田 , 2001), 多く の 種類 の 蝶 類 
が 鳥 に より 攻撃 ・ 捕 食 さ れ て いる こと が 明らか に な っ た . 高桑 (1996) は 眼 状 紋 の うち 小さ な 目玉 模様 
は 鳥 の 攻撃 を 眼 状 紋 に そら すこ と で 本 体 へ の ダメ ー ジ を 免れ る 「 そ らし の 効果 ] が あり , 眼 状 紋 の 部 分 
を 食い ちぎ られ た ジャ ノ メ チ ョ ツ 類 を し ば し ば 発見 する こと が で きる と いう . そし て , 野外 で 観察 し 
て いる と ビー クマ ー ク を 持つ ジャ ノ メ チ ョ ツウ 類 は 他 の 蝶 類 に 比べ て 多い と 感じ られ る よう で (高桑 
EMS), その 例 と な る スラ イド を 数 十 枚 お 送り いた だ いた . た だ し , ビー クマ ー ク 個体 の 出現 率 は 不明 
で あっ た . 一 方 , これ まで の ビー クマ ー ク 個体 の 割合 に 関す る 報告 は 北 ボ ルネ オ で は 少な く と も 
14.8% の 蝶 が 鳥 に 攻撃 を 受け た と 考え られ , 捕食 され た 分 も 合わ せる と 蝶 に 対す る 鳥 の 捕食 圧 は 非常 
に 高い と 考え られ た (HEA, 1984). 国内 で は 岡田 (2000) に より , 宮古 島 で の 調査 を 通し て 鳥 で 
の 鳥 に よる 蝶 の 捕食 圧 が 高い と いう 印象 が 述べ られ て いる 過ぎ な い . 


そこ で , 筆者 は ジャ ノ メ チ ョ ウ 類 に お いて どの 程度 ビー クマ ー ク 個体 が いる の か を 知る た め に 調査 を 
開始 し た . この 報告 で は , クヌギ の 樹液 と 集まる ジャ ノ メ チ ョ ウ 類 に お ける ビー クマ ー ク の 出現 状態 
と , 数 種 に お ける ビー クマ ー ク の 出現 の 割合 に つい て 予報 的 に 述べ た . 


調査 場所 お よび 日 時 ・ 方 法 


調査 場所 は 東京 都 日 野市 百草 に ある 雑木 林 の - 一 角 で , 樹液 の 出 て いる 数 本 の クヌギ お よび その 周辺 に 
いる 蝶 に つい て 観察 お よび 採集 に より 調査 を 行なっ た . 個体 数 の 多かっ た クロ ヒ カ ゲ ・ ヒ カゲ チョ ウ 
の 2 種 に 関し て は , 存在 する 個体 を 1 時間 で 可能 な 限り 採集 し て ビー クマ ー ク の 有無 を 確認 し た . Hi 
査 は 2002 年 7 H 9, 12, 13, 14 日 の 4 日 行なっ た . 適切 な 調査 の 時 間 を 知る た め , 日 に より 朝 ・ 昼 ・ 夕 方 
と 調査 時 間 を 変え た た . また , 個体 数 の 少な か っ た 他 の 種 は 主 に 観察 に 留め , 筆者 が 8 月 に クヌギ を 訪 
れ た と き に 気付 いた ビー クマ ー ク 個体 の 一 部 を 採集 し た . 
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Figs 1-6. Upper side (left) and under side (right) of beak marked butterflies in Satyrinae. 1- 
2. Lethe sicelis. 3-4. Lethe Diana. 5-6. Mycalesis francisca. 


調査 結果 


① 観察 され た 種類 


観察 きれ た ジャ ノ メ チ ョ ツウ 類 は ? 種類 で , 上 記 の 通り 個体 数 の 多い クロ ヒ カ ゲ , ヒ カ ゲ チョ ツウ , 個体 
数 の 少な い サ トキ マダ ラ ヒ カ ゲ , コジ ャ ノ メ , 1 個体 の み の ジ ャ ノ メ チ ョ ウ で あっ た . 


(2) 調査 時 間 と 雑木 林内 の 環境 条件 


調査 時 間 お よび 調査 場所 の 環境 条件 は 次 の 通り で あっ た . 7 月 13 日 の み 朝 の 調査 で あり , 気温 ・ 照 度 
と も に 他 の 日 に 比べ 低かっ た . 


3) ビー クマ ー ク の 状態 
次 の よう な 天 の 破損 を ビー クマ ー ク と 考え た . 
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Figs 7-10. Upper side (left) and under side (right) of beak marked butterflies in Satyrinae. 7- 
8. Neope goschkevitschii. 9-10. Minois dryas. 


a. 左右 対称 の 閉 の 破損 (Figs 5-8) 


これ は 蝶 が 超 を 閉じ て 止ま っ た と き に 鳥 に 左右 の 政 を 同時 に 叶 で 挟ま れ た と 考え られ る も の で , (1) 
左右 の 前 次 2 枚 が 同時 に 挟ま れ た た め に 前 閉 の み が 破 損 (Figs 5-6), (2) HA OE 2 枚 が 同時 に 挟 
まれ た た め に 後半 の み が 破 損 , (3) 左右 の 前 後 次 4 枚 が 同時 に 挟ま ん れ たため に 前 後 次 に 渡り 破損 (Figs 
7-8), の タイ プ が あっ た . 


b. 片側 だ け の 北 の 破損 (Figs 1-4, 9-10) 


これ は 蝶 が 日 光 浴 等 の た め に 交 を 開い て 止ま っ た と き に , ある い は 飛翔 中 に 鳥 に 牙 を 叶 で 挟ま れ た と 
考え られ る も の で , (1) 前 後 凌 を 同時 に 挟ま れ た た め に 前 次 と 後 閉 の 重なっ た 部 分 に 生じ た 同形 の 破 
損 (Figs 3-4), (2) 前 閉 の み 挟 まれ て 生じ た 破損 (Figs 1-2,9-10), (3) 後半 の み 挟 まれ て 生じ た 破損 
(Figs 9-10), が 認め られ だ た. 


な お , チョ ウ の 贅 に は 鳥 の 攻撃 以外 で も 小さ な 傷 や 小さ な 対称 傷 は 生じ る た め (Johki, 1985), 間違い 
な く ビ ピーク マー ク と 断定 する た め に 破損 部 分 の 小さ な も の は 左右 対称 の 破損 も 含め 除い た . また, 岡 


Table 1. The time and environmental factors of investigation site. 


date July 9* July 12 July 13 July 14 
time 16 : 30-17: 30 13: 10-14: 10 7: 50-8 : 50 16 : 30-17 : 30 
temperature (C) — 31.6 24.7 29.7 
light intensity (Ix) — 1,000-1,500 160 500 





*Fine day and high air temperature 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


226 津 吹 卓 


Table 2. The ratio of the numbers of beak marked individuals in Lethe sicelis. 

















No. of beak marked ind. No. of beak marked ind. No. of beak marked ind. 




















gare /No. of male /No. of female /No. of all ind. (%) 
July 9 4/7 2/6 6/13 (46.2) 
July 12 1/1 1/4 2/5 (40.0) 
July 13 0 0 0 
July 14 0 1/4 1/4 (25.0) 
total 5/8 4/14 . 9/22 (40.9) 











Table 3. The ratio of the numbers of beak marked individuals in Lethe diana. 











dae No. of beak marked ind. No. of beak marked ind. No. of beak marked ind. 








/No. of male /No. of female /No. of all ind. (%) 
July 9 0/1 1/9 1/10 (10.0) 
July 12 1/16 1/8 2/24 (8.3) 
July 13 2/11 2/12 4/23 (17.4) 
July 14 2/9 1/11 3/20 (15.0) 
total 5/37 5/40 10/77 (13.0) 











田 (1996, 2002) KEN FHARYAFACHEVAFACMIZ EZRA O PAA AC Bic 
よる も の と の 差異 を 指摘 し 考察 し て いる が , 微妙 で 区 別 が 困難 な 場合 も ある. し た が っ て ここ で は , 
大 き な 破 損 は すべ て 鳥 に よる ビー クマ ー ク と 見 な し た . 


(3) 蝶 の 出現 状況 お よび ビー クマ ー ク の 出現 頻度 


ヒ カ ゲ チョ ウ お よび クロ ヒ カ ゲ に お ける 4 日 に 観察 きれ た 個体 数 と ビー クマ ー ク の 出現 率 は 表 1.2 の 
よう に な っ た . ヒ カ ゲ チョ ウ は か すれ た 個体 が 多く , また , わずか 1 週間 の 調査 で は あっ た が , 日 が 
進む に し た が っ て 出現 個体 数 が 減少 する よう に 思わ れ た . な お , 7 月 13 日 に は 観察 きん な か っ た が , 
と の 日 の み 7 : 50-8 : 50 の 調査 で あり , 他 の 日 は 午後 で あっ た . 各 日 と も ビー クマ ー ク 個体 は 雌雄 で 見 
Sh, 全 個 体 数 の 多少 に 関わ ら ず か な り 高 い ぃ 割合 で 出現 し , 合計 で は 約 40% で あっ た . 


一 方 , クロ ヒ カ ゲ は 多く の 個体 が 新鮮 で あり , また 出現 個体 数 は ヒ カ ゲ チョ ウ よ り も 多く 合計 頭数 は 
3 倍 以上 で あっ た . 初日 の 7 月 9 日 は 10 頭 で そ を それほど 多く な か っ た が , それ 以降 は その 倍 以 上 の 個体 
数 が 観察 され た . 7 月 13 日 の 朝 の 調査 で も ヒ カ ゲ チョ ウ と は 異な り , 多く の 個体 が 観察 きれ た . ビー 
クマ ー ク 個体 は 各 日 に お いて ほぼ 雌雄 共に 見 られ た. その 割合 は 各 日 に お いて ヒ カ ゲ チョ ウ に 比べ て 
低く , 合計 する と 13% と な っ た. 


考 äg 


今回 の 調査 で は , 午後 に は 3 日 と も 両 種 は と も に クヌギ の 周囲 で 活動 を 行なっ て いた . し か し , 7A 
13 日 の 朝 で は . クロ ヒ カ ゲ は 存在 し た も の の ヒ カ ゲ チョ ウ は 全く 姿 が 見 られ な か っ た . 京都 市 で の 8 
月 に 羽化 し た クロ ヒ カ ゲ の 飛翔 活動 は 1 日 中 見 られ , ピー ク は 早朝 と 夕方 の 双 山 型 で あり (Ide, 2000), 
今回 の 観察 結果 か ら は 詳し いこ と は 分 か ら な いも の の 1 日 中 見 られ る よう に 思わ れ た . し た が っ て , 
調査 の 時 間 帯 は クロ ヒ カ ゲ で は それ ほど こだわ る 必要 は な い が , ヒ カ ゲ チョ ウ で は 朝 は 不適 切な 時 間 
帯 で ある こと が 分 か っ た . 


今回 の 7 月 上 旬 の 採集 個体 数 を 2 種 の 間 で 比べ る と , 7 月 13 日 の クロ ヒ カ ゲ を 除い て も クロ ヒ カ ゲ の 
方 が ヒ カ ゲ チョ ウ よ り 倍 以上 多かっ た . 京都 市 に お いて も , 両 種 の 飛翔 する 季節 は 類似 し て いる が , 
個体 数 は 今回 と 同様 で 前 者 が 後者 より 極端 に 多かっ た (Ide, 2001). 
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ビー クマ ー ク の 付い た 個体 の 割合 は , ヒ カ ゲ チョ ウ で は 合計 40% で ある の に 対し . クロ ヒ カ ゲ で は 合 
計 13% で あっ た . 蝶 の 閉 の 状態 を 見 る と 。 ヒ カ ゲ チョ ウ は か すれ た 個体 が が クロ ヒ カ ゲ で は 新鮮 な 個 
体 が 多かっ た . また , 調査 期間 は 7 月 9-14 日 の わずか 1 週間 で あっ た が , その 間 の 両 種 の 採集 個体 
数 を 比較 する と , 前 者 で は 減少 し , 後者 で は 増加 し て いる 傾向 が 見 られ た . これ ら の こと か ら , 季節 
的 消長 の 中 で ヒ カ ゲ チョ ウ は この 世代 が 終わ ろう と し て い ぃ る 状態 で あり , 一 方 クロ ヒ カ ゲ は これ か ら 
と の 世代 が 増え よう と し て いる 状態 と 考え られ た . そう で ある と すれ ば , 日 令 が 進ん だ ヒ カ ゲ チョ ウ 
が 鳥 に 遭遇 する 機会 は 多い た め , ビー クマ ー ク の 付い た 個体 の 割合 も 多かっ た の で は な い だ ろ うか . 
一 方 . クロ ヒ カ ゲ は 日 令 が それ ほど 進ん で いな いた め に 鳥 に 襲 われ る 機会 も る それ ほど 多く な い の で , 
ビー クマ ー ク の 付い た 個体 の 割合 が 少な か っ た の で は な いか と 考え られ だ た . し か し , 両 種 に お いて 
ビー クマ ー ク の 付い た 個体 の 出現 率 に 差 は ある も の の , 1 日 に 1 時 間 の 調査 を 行なえ ば 両 種 と も 少な 
く と も 1 個体 は 確認 され , ビー クマ ー ク の 付い た 個体 は 決し て 少な く な い . これ で , 高桑 の ジャ ノ メ 
チョ ツウ 類 に お ける ビー クマ ー ク 個体 は 多い と いう 印象 が 正しい と 確認 され た . 
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Summary 


Beak marked specimens were recorded in many kinds of butterflies. Takakuwa pointed out that 
more beak marked individuals seemed to be found in Satyrinae than those in other groups (pers. 
comm.), but the ratio of the beak marked butterflies had not been reported in butterfly in Japan. 


In order to research this observation the preliminary investigation of the beak marked satyrine 
butterflies was tried around the tree-sap sources of Quercus acutissma at Hino City in the suburbs 
of Tokyo in July and August 2002. Five species were observed; many Lethe sicelis and L. diana, 
a small number of Neope goschkevitschii and Mycalesis francisca, and only one individual of Minois 
dryas. In all species beak marked individuals were found. 
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In particular almost individuals found of the 2 Lethe species were caught in the daytime for one hour 
in 4days in June. L. sicelis was found 3 times more than L. diana. The number of the former 
seemed to get less and the butterflies were old. On the other hand that of former seemed to get more 
and the butterflies were fresh. The ratio of beak marked individuals in all captured ones were 40% 
and 13% in L. sicelis and L. diana, respectively. That means considerably many beak marked Lethe 
butterflies are recognized in the field. 
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